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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞
・昨日より人事考課を実施している。日時の都合がつかないスタッフは小嶋まで報告をするように。

・6月からのカンファレンスでの勉強会は輪番制で行っていくこととする。担当と勉強内容については追って報告する。
・早期加算対象となる利用者様の4月分の経過録は前の担当者が作成していく。5月分からは新しい担当が作成していく。
・担当者が変更となった利用者様の記録用紙（表紙）を6月から変更できるように各自面談を実施すること。
・指示箋の確認を5/13までに担当（慶長JGM、佐々木CW）で行っていく。
＜利用者様情報＞
・成田　早希　様～1ヶ月ぶりのデイケア利用となる。作業所の状況を確認すると、枕の製造に携わっており、一つの工程だけでなく全行程に携わっている為「結構大変です」と話している。現在、就労継続支援B型を利用しているが、A型への移行についても話していたため、今後詳細について確認していく。
・五日市　規　様～本日、ラジオ体操に参加しておらず、理由を尋ねると「足がムズムズする」との理由で昨日からレクダンスにも参加していないとのこと。調子が良くなったら再度参加するように伝えている。以前病状が動いた際に足のムズムズ感を訴えていた経緯があるため、日頃の様子に注意していく。
・倉橋　生子　様～遅番のスタッフが来ると直ぐに駆け寄り、「先生に、他の人から苦情があるから、どうにかしていかないとって言われた」と報告をしている。他者から苦情があることに関しては「自分でもそう思っている」と自覚がある様子が窺える。イライラした時等の対処法を話し合って行きましょうと提案すると「そうだね」と返事をしている。昨日は、青風荘に帰る直前に、亡くなった利用者様について話し始めることがあり、その利用者様が「生きている」と話すこともあった。現実検討を促すだけではなく、“そうだったら良いね”というような共感の姿勢を示していくこととし、反応を観察していく。
・小林　満　　様～本日、今後の治療・生活について医師、母様、PSW、デイケア担当スタッフでおこなっている。昼12時頃だが、酒臭がしており、転倒してできた傷が額にある。飲酒状況を確認すると、抗酒剤を服用せず、デイケアでも服用をごまかし、毎日飲酒していたとのこと。昨日は、近隣のスーパーで万引きをしており、母親がその処理に追われていたとのこと。本人、母様ともに「自立」を希望しており、提示された依存症の治療施設の資料をみて「行きます」と答えるが、酒が入っていない状態で判断してもらいたいことをPSWから伝え、明日再度話し合っていくこととした。断酒が難しい場合は、施設入所まで入院も可能である説明を医師から受け、了承している。本日、デイケアを利用予定としていたが、飲酒によるふらつきが見られ、利用規約に違反するため、欠席としている。

＜外来情報＞
・倉橋　生子　様～日中に気分の落ちつかないとのことで、抑肝散が処方となる。また、寝つきの悪さがあるとのことで、就床前薬の薬量が変更となっている。
